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どう守る？　デジタルネイティブの子どもの脳

磯  村    毅＊

Ⅰ．なぜ成績が下がるのか

　教育は国力の基盤をなす課題であり長期的な
視点から語られることが多い。ところが現在，数
年を争うという緊急事態（学力の低下・メンタル
の悪化など）が世界各国で進行している。これに
際して矢継ぎ早に政策転換を行う国が増える一
方，本邦では認識が遅れ，未だに真逆の施策が
強行され続けている。まずは，具体的な統計の
紹介から入りたい。
　仙台市で行われた大規模研究から中学２年の
数学のデータである（図１）1）。
　最も成績がよいのは飛行機チームで 75 点であ
る。最悪なのは救急車チームの 48 点。ここまで
は容易に想像できる。問題は二番がイルカかバ
ナナかであるが，正解はイルカチームで 64 点，
バナナチームは 57 点であった。
　この結果だけでも，驚く人は多い。しかし，私
の経験では，この答えを伝えてもしっかり腹落
ちしている人は意外と少ない。学校への出前授
業で子どもたちにこの結果を見せながら，「とい
うことは，毎日２時間勉強しても，誰に負けて
しまうのかな？」と質問すると困惑する子どもが
多い。そこで，「イルカチームに負けてしまうわ
けだから，『授業しか受けていない子』に負けてし
まうということだよね。」と説明すると驚く子が

多い。
　つまり，この結果はせっかく学校以外で毎日
２時間勉強しても，スマホの時間が増えると授
業しか受けていない子どもに負けてしまうとい
うことを示している。そう考えると深刻さが理
解できるだろう。なぜ，こんなことが起きるのか。
　スマホ（主たる用途として動画・SNS・ゲーム）に
より脳（特に前頭前野や海馬）の成長が止まり脳
内報酬系の機能低下が生じることが知られてい
る 2, 3）。その観点から説明すると次のようになる。
スマホ使用により脳内報酬系神経の機能低下が
起きる結果，先生がどんなに面白く説明しても，
ワクワクできず興味が持てず身が入らない。また，
つまらなくても将来を考えて頑張ろうという前
頭前野が弱ってしまえば，「どーでもいいや」と
なってしまう。そもそも，脳の体積の成長が止
まってしまえば，何もかもが上手くいかないの
は自明の理であろう。メンタルの悪化もおきて
くる。国際比較からも ICT の成績への悪影響が
判明している 4）。こうした結果を受け，この数年，
スウェーデン・フィンランド・オランダなどでタ
ブレットの教科書を紙に戻す動きが始まった。

Ⅱ．脳の成長が止まる

　ここで脳成長の停止について詳しく述べる。竹
内らは MRI を用いた縦断研究でスマホ使用によ
り，大脳（皮質および白質）の成長が停止するこ
とを明示している 2）。
　具体的には，主にスマホによるインターネッ
ト使用が，週に数日の段階から脳成長に悪影響
がおよび，毎日使用の段階で成長が止まってし
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まう。これはつまり，スマホの子どもへの害は「使
わせ方」の問題ではなく，「使わせること自体」が
問題であることを示している。
　中学生のスマホ所持率が９割になろうとする
現在，この結果は頭では理解できても感情的に
はほとんど受け入れがたいものがある。しかし，
わずか 10 年前，つまりこの追跡研究が行われた
ころ中学生のスマホ所持率はまだ半分程度で
あった。そして，スティーブ・ジョブズをはじめ
IT 企業の幹部たちは今も昔も，スマホなどのス
クリーン端末を自分の子ども達に持たせていな
いのである。いかに大きな環境の変化が短期間
のうちに日本の子どもたちの脳に生じたのか慄
然とさせられる。
　スマホの使用は最悪「ゲーム障害」を引き起こ
すが，その脳変化はコカインなどの薬物依存と
類似する 3）と判明しており，WHO がゲーム障害
を疾患名と認定する際の決め手となった。
　スマホやタブレットを違法薬物と比較するこ
とは，世間的な感覚から飛躍していることは理
解している。しかし，引き起こされる行動の変
化は類似している。ゲームに夢中になり不登校
となり，ネットの遮断に腹を立て家族に暴力を
ふるうなど，枚挙にいとまがない。テレビだっ

て悪いという人もいるが，テレビを見られない
ようにしたら，切れて親を刺した，といったこ
とはあるだろうか？　スマホやゲームは，テレ
ビよりもむしろ違法薬物に近い結果を脳にもた
らす。

Ⅲ．スマホで地獄と化す子育て家庭

　スマホ使用の低年齢化による悪影響は全国的
な統計としても顕在化している。例えば令和六
年の犯罪白書によれば，子どもによる家庭内暴
力の認知件数，つまり子どもの家庭内暴力で警
察を呼んだ数が平成 25 年あたりから急増してい
る 5）。特に小学生の伸びは約 11 倍以上と極めて
大きい。にわかには信じられない思いだが，小
学生が暴れ，恐怖のあまり保護者が警察を呼ぶ
という地獄絵図が全国で 1,000 件近く起きている。
おそらく前頭前野の劣化により気に入らないこ
とがあると手が付けられなくなってしまうので
あろう。
　では平成 25 年くらいから子どもの周りで何が
あったのか。それが，スマホの使用率と見事に
一致するのである 6）。H25～R6 の間に中学生は
約４割から９割に，小学生（10 歳以上）は１割か
ら７割に増加している（図２）。

図１　成績とスマホ時間および家庭での勉強時間の関係

家で毎日2時間勉強
スマホ60分以下
夜ふかしなし

家で毎日２時間勉強
スマホ４時間以上
夜ふかしなし

家での勉強 30分以下
スマホ60分以下
夜ふかしなし

家での勉強 毎日30分以下
スマホ４時間以上
夜ふかしなし

点数の高い順に順位をつけてみよう
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　不登校，いじめ，そして自殺の数も同様の推
移をたどっている 7, 8）。親も努力している。しかし，
せっかく作ったルールも，脳の劣化につれてだ
んだん守れなくなっていく。親子関係の悪化を
恐れて強く言えなかったり，強く言うと親に暴
力をふるったり，学校に行かないと脅したりし，
結局親があきらめることが多い。この傾向は世
界に共通している 9）。
　ちなみに，厚労省の「衛生行政広告例」10）によ
ると精神障害者保健福祉手帳の保持者数は平成
25 年から令和５年の 10 年間に人口 10 万対で 590
人から 1,165 人へと約２倍になっている。発達障
害など未就学児の手帳所持者も増えている。と
かく心理検査が推奨され実施まで数か月待ちも
珍しくない。せめて検査を待つ間スクリーン断
ちを試み virtual autism11） （デジタルスクリーン
の影響により自閉症スペクトラム症に類する所
見を呈するがスクリーンの使用停止により改善
する）の除外診断を行うことができればより正確
な障害者の認定につながると思われる。スマホ

子守りを止めたら発達障害と言われていたのが
通常の発達に回復したという事例は枚挙にいと
まがない 12）。

お わ り に

　スマホ依存防止学会（PISA）ではスマホに対す
る社会的バイアスの研究 13）をしてきたが，どう
やら我々はスマホに対する認識を改める必要が
あるようだ。例えば，スマホも自動車も長所と
短所もある道具なのだから上手に使うことが大
切だと考える人が多い。しかし，この二つには
決定的な違いがある。それは依存性である。車
には，危険性はあっても，依存性はない。もし，
車に依存性があったらどうなるだろうか。毎晩
用もないのに車を乗り回し，睡眠不足で遅刻を
繰り返すとか，ガソリン代で借金がかさむといっ
たことがあるだろうか。しかし，スマホの場合
は起こる。依存性のあるものを単なるツールと
考えるのは誤り。依存性のあるものを子どもに
与えるのも誤りではないだろうか。

図２　少年による家庭内暴力とスマホの使用率
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　また類似の混同に甲子園を目指し野球に打ち
込む若者も，プロゲーマーを目指してゲームに
打ち込む若者も同じだとの主張がある。しかし，
ゲームと野球とでは依存性の有無が違う。もし
野球に依存性があったらどうなるだろう。朝か
ら晩までバットが手放せず一晩中ノックを続け
たり，親がバットとグローブを隠してしまった
ら逆切れして暴力をふるう。そんなことは起き
るだろうか？スマホの危険性を冷静に判断し，環
境を整備し子どもの脳の成長を守るという大人
の責任が問い直されているのである。

まとめに代えて

　 オ ース ト ラ リ ア で は，16 歳 未 満 の SNS と
YouTube の使用を禁止する法律が成立した。こ
れは，子どもの安全や脳の成長を守るには，家
庭でルールを作ったり，学校でリテラシー教育
を行うなどだけでは不十分である，と国が認め
たことを示す。
　小さな子どもの意志力で IT 技術の粋を集めた
スマホの魅力に勝とうとするのは，非科学的な
精神主義。竹やりで戦車に勝とうとするのと同
じである。多くの保護者は歓迎している。これ
らの使用をめぐり親子の対立が絶えなかったか
らである。せっかく作ったルールも，脳の劣化
につれてだんだん守れなくなっていく。親子関
係の悪化を恐れて強く言えなかったり，強く言
うと親に暴力をふるったり，学校に行かないと
脅したりし，結局親があきらめることが多い。
　スウェーデン・フィンランド・オランダでは，タ
ブレットの教科書から紙に戻す動きが始まった。
公共教育に用いられるという，最も安全で有益
であるはずの教育用タブレットであっても，成
績が下がるばかりかメンタルが悪化すると判明
したからである。他のスクリーンの有害性は推
して知るべしではないだろうか。繰り返しにな
るが，子どもたちの健やかな成長に必要な環境
を整えるという大人の責任が改めて問われてい
るといえよう。
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